
2009年3月、経済産業省発表の機器別のフロンの
使用時排出調査によると、業務用冷凍空調機器で
は、年間、充爛量比2～17％のフロンが漏えいに
より大気へ排出されています。二酸化炭素（CO2）
の数百～ 4千倍以上の温室効果をもらたす代替フ
ロンの使用時漏えいが今、大きな問題となってい
ます。
仮に、家庭用エアコン 1台に使用しているフロン
（R410A 約1kg）が全量大気に放出された場合の
CO2 換算値は、L サイズのレジ袋約 14 万枚を製
造する時に発生するCO2 に相当します。

業務用冷凍空調機器をお使いの皆様へ

フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律
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フロン排出抑制法でこうする！

１）フロンをみだりに放出した場合（※1年以下の懲役叉は 50万円以下の罰金）
２）上記　　～　　の「判断の基準」に違反した場合（50万円以下の罰金）
３）上記　　のフロンを回収しないで機器を廃棄した場合（50万円以下の罰金。※50万円以下の罰金）
４）上記　　の行程管理票を交付・保存をしなかった。記載漏れ・虚偽記載の場合
　　（50万円以下の罰金。※30万円以下の罰金。）
５）上記　　の算定漏えい量の未報告、虚偽報告をした場合（10万円以下の過料）
　　 ※は行政の勧告や命令を経ないで直接罰となります。

適切な管理を行うため、機器の整備（点検・フロンの充塡・回収等）については、記録簿に履歴を記録し、
記録簿は保存（機器を所有してから廃棄後3年の間）しなければならない。



・廃棄記録

冷媒漏えい点検・整備記録簿の例

⑦機器廃棄の際にフロン回収した年月日
　及び回収業者名

③初期充塡量
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